
2. メイドの始まり 

（マイク位置；正面少し遠ざかって） 

ふあぁ～～ぁ… 

 

おはよう…ございます。 

 

＜SE：布団からがばっと飛び起きる音＞ 

（マイク位置：正面近め） 

（驚いて） 

え？！も、もうお昼過ぎてるんですか？ 

 

ごめんなさい、朝からお掃除頑張るっていったのに！ 

 

全然覚えていないのに、ふかふかのおふとんで眠ったのは久々な気がして… 

 

ついたくさん眠ってしまいました… 

 

（キリっとして） 

すぐにお掃除しますね！ 

 

＜SE：ビニール袋を渡される音＞ 

（不思議そうに） 

え？これは何ですか？ 

 

…私の、服？ 

 

（一転喜んで） 

買ってくれたんですか？！ 

 

あ、あ、ありがとうございますっ！ 

 

（少し恥ずかしそうに） 

あたらしいパンツも入ってる… 

 

か、買うの、恥ずかしかったですよね。 

 



ありがとう…ございます。 

 

すぐに着替えてきますね！ 

 

（SE：とたとたと愛幸が裸足で歩く音） 

 

（マイク位置：通常正面） 

（感激して） 

可愛い…メイドさんのお洋服、ありがとうございます。 

 

へへっ、なんだか本当のメイドさんになったみたい。 

 

それじゃあがんばります！ 

 

…え？これからお仕事ですか？ 

 

部屋の掃除と、飯作っとけ？ 

 

はい！わかりました。 

 

じゃあお掃除と…ご飯の支度しておきますね♪ 

 

（マイク位置：正面遠く）※見送るため少し遠くなる 

いってらっしゃいませ、ご主人様ぁ！ 

 

＜SE：バタンと扉が閉まる音＞ 

 

（マイク位置：通常正面） 

ナレ：って…はりきったのに。 

 

まずは、お部屋の高い所に飾ってるフィギュア、ほこり溜まってるなぁ… 

 

ここからお掃除しよっと！ 

 

ひゃぁ～…全然届かないやぁ… 

 



ん～、どうしよう。 

 

椅子を持って来てぇ…よいしょ、よいしょ… 

 

＜SE：椅子を引き摺る音＞ 

（マイク位置：正面下から） 

転ばないようにしなきゃぁ… 

 

よっと… 

 

＜SE：椅子にのぼる音＞ 

（マイク位置：正面上から） 

はたきが無かったからタオルでもいいかなぁ～… 

 

＜SE:パタパタパタとはたく音＞ 

 

けほっけほけほっ！ 

 

ほこり…すごいっ。 

 

けほけほっ！あぁっ！！落ちちゃう！！ 

 

（SE：尻もちをつく音） 

（マイク位置：正面下から） 

いたたたたぁ…うぅ、痛い…え？！ 

 

ど、どうしよう！ 

 

フィギュア落としてお尻の下敷きになっちゃった… 

 

ふぇぇ…首、もげちゃってる… 

 

うぅ、ご主人様に正直に言って、謝ろう… 

 

お掃除…じゃなく、お料理から始めようかな。 

 



＜SE：部屋の中を歩く音＞ 

（マイク位置：正面近め） 

えーっと、冷蔵庫の中はぁ…あんまり入ってないや。 

 

卵と、納豆と…、ベーコンかぁ。 

 

（マイク位置：通常正面） 

よーっし、納豆チャーハンを作ろう♪ 

 

＜SE：卵割る音＞ 

 

えーっと、卵を入れて…ご飯、確か炊けてるのがあったはず… 

 

＜SE：じゅーじゅーとフライパンで炒める音＞ 

 

あっ！火が強すぎちゃったかな？ 

 

ベーコンと納豆入れてぇ…あれ？ 

 

パックがなかなか開かないよぉ… 

 

…なんか焦げ臭い… 

 

きゃー！！焦げちゃってる～～！ 

 

ナレ：なんとなく記憶がなくっても、こういうのは得意な気がしたのに…。 

 

＜SE：扉が開く音＞ 

 

（マイク位置：正面下から） 

（しょんぼりしながら） 

お、おかえり…なさい。 

 

そ、その、ご主人様…えーと、そのぉ…ごめんなさいっ！！！ 

 

ご主人様が飾ってるフィギュア、ほこりがたまってたからお掃除したら… 



 

落ちちゃって…、その、首が…もげちゃって… 

 

＜SE：フィギュアをひったくられる音＞ 

 

きゃっ！！！ 

 

（涙声で） 

ご、ごめんなさいっ！ 

 

お、お金…は持ってないから、その、なんとかして弁償します… 

 

え？ご飯？ 

 

あ、そ、そのぉ…チャーハン以外思い浮かばくて… 

 

でも、焦げ焦げになっちゃって… 

 

おにぎりだけになっちゃいましたぁ… 

 

ご、ごめんなさいっ！ちゃんと言われたことができてなくって。 

 

私、ご主人様のメイドさん…なのに。 

 

せっかくお洋服まで可愛いの買ってくれたのに…。 

 

（マイク位置：正面近め） 

（すがるようにテンポあげて） 

あ、あのっ！私何でもします！ 

 

だから、追い出さないでください！ 

 

私、行く場所、無いんです！ 

 

（急にテンポを下げて） 

昨日は出ていくなんて言ったけど…、本当は何処から来た誰なのか、全然思い出せなくて… 



 

（懇願する） 

（マイク位置：正面、より近づいて） 

もっと役に立てるようにがんばりますからぁっ！ 

 

どうか、ここに居させてください。 

 

きょ、今日の失敗は…お、おしおきしてください。 

 

さっきは弁償って言ったけど…いつできるかわからないから… 

 

（決心したように） 

悪い子には、おしおき…してください…。 


